
（別紙３）

～ 2024年12月27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ 2025年2月12日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

コロナ 禍 以降 できていなかった保護者や兄弟児も参

加できるイベントの準備をしている

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

第３者委員会の設置に向けての取り組み

2

3

○事業所名 児童デイサービスびぎん

○保護者評価実施期間 2024年12月13日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年1月29日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所がグループホームや介護事業なども行っており

色々な職種の職員がミーティングに参加することで幅広

い視点を持った活動ができている

見守りカメラの設置

相談支援専門員や保育士、学童保育、児童養護施設など

様々な経験を積んだ 職員がそれぞれの経験を活かして

幅広い視点を持った療育ができている

ハナミズキの派遣事業を毎年 利用するなど専門家の意

見も聞きながらこども達への対応を行っている

県南では一番古い歴史があること、また、支援学校が近

いことで学校行事等にも参加しやすく、支援学校との連

携も取れている

見守りカメラの設置

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者への療育内容や リスク管理の発信が弱いので

SNSで普段の様子の発信や防災マニュアルの保護者への

配布の準備をしている

事業所内部関係者だけでは慣れや、気付けないことがある

事業所における自己評価総括表 公表 


